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　はじめに

フエフキダイ科フエフキダイ属 Lethrinusは頬

部が無鱗であること，胸鰭軟条数が 13であるこ

と，背鰭軟条数が 8であること，臀鰭軟条数が 9

であることなどの特徴をもち（Carpenter and 

Allen, 1989; Carpenter, 2001），日本からはミンサー

フ エ フ キ Lethrinus ravus Carpenter and Randall, 

2003を含む 19種が知られる（島田，2013）．ミ

ンサーフエフキは，これまで国内において沖縄諸

島以南の琉球列島からのみ記録されていた（島田，

2013）．2014年 11月 24日に奄美大島近海から 1

個体のミンサーフエフキが採集された．本標本は

鹿児島県ならびに奄美群島における本種の標本に

基づく初めての記録であるとともに，分布の北限

更新となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Carpenter and Allen (1989)に

したがった．標準体長は体長と表記し，デジタル

ノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．上顎と

吻部背縁の角度は透明な分度器を用いて 1°まで

計測した．ミンサーフエフキの生鮮時の体色の記

載は，固定前に撮影された奄美大島産の 1標本

（KAUM–I. 66930）のカラー写真に基づく．標本

の作製，登録，撮影，固定方法は本村（2009）に

準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総

合研究博物館に保管されており，上記の生鮮時の

写真は同館のデータベースに登録されている．本

報告中で用いられている研究機関略号は以下の通

り：KAUM（鹿児島大学総合研究博物館）；

NSMT（国立科学博物館）．

　結果と考察

Lethrinus ravus Carpenter and Randall, 2003

ミンサーフエフキ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 66930，体長 229.6 mm，鹿児

島県奄美大島近海（名瀬漁港で購入），2014年 11

月 24日，釣り，小枝圭太．

記載　背鰭棘条数 10；背鰭軟条数 9；臀鰭棘

条数 3；臀鰭軟条数 8；胸鰭軟条数 13；腹鰭棘条

数 1；腹鰭軟条数 5；有孔側線鱗数 46；背鰭棘条

中央下における側線上方鱗数 5；側線下方鱗数

15．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

体高 32.0；頭長 36.6；口唇部を除く吻長 17.2；眼

の下縁から前鰓蓋骨後角までの長さ 15.2；眼径

9.4；胸鰭長 27.8；腹鰭長 22.4；尾柄長 18.9；背

鰭基底長 46.6；背鰭棘条部基底長 27.3；背鰭軟条

部基底長 17.7；臀鰭基底長 16.7；臀鰭棘条部基底

長 3.4；臀鰭軟条部基底長 12.4；眼窩前縁から眼

窩骨前縁までの長さ 15.8．

体は前後方向に長い長楕円形でやや側扁し，尾

柄部は強く側偏する．吻部背縁はやや膨らむ．体

高はやや低く，頭長の 88.1%で，背鰭起部で最大．
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胸鰭起部は鰓蓋後縁よりも後方に位置し，胸鰭基

底後端は基底上端直下に位置する．胸鰭後端は尖

り，背鰭第 10棘条起部直下に達するが，臀鰭起

部には達しない．背鰭起部は腹鰭起部直上に位置

し，背鰭第 10棘条起部は総排泄孔前縁よりも前

方に位置する．背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上

に位置する．背鰭棘条は第 3棘条が最長．腹鰭起

部は背鰭起部直下に位置し，基底後端は背鰭第 4

棘条起部直下に位置する．たたんだ腹鰭第 1棘条

後端は背鰭第 7棘条起部直下に達し，腹鰭後端は

背鰭第 1軟条起部直下に達するが，総排泄孔には

達しない．臀鰭起部は背鰭第 2軟条起部直下に位

置し，臀鰭第 1軟条起部は背鰭第 3軟条起部より

もわずかに後方に位置する．臀鰭基底後端は背鰭

基底後端直下に位置する．背鰭，腹鰭および臀鰭

の軟条はすべて分枝する．尾鰭は二叉型でやや湾

入し，両葉後端は尖る．尾鰭後縁は上下両葉の中

央部で折れ曲がり，後縁中央部に欠刻がある．総

排泄孔は臀鰭起部前方に位置し，前後方向に長い

楕円形．眼および瞳孔は前後方向に長い楕円形．

眼隔域は平坦．鼻孔は 2対で後鼻孔は眼の前縁前

方に位置し，前鼻孔は後鼻孔の前下方に離れて位

置する．前鼻孔および後鼻孔はともに正円に近い

円形で，前鼻孔の後縁に皮弁を有する．吻端は尖

り，両唇は厚い．上顎は突出する．上顎骨の表面

は滑らか．主上顎骨は皮下に埋没し，外部からは

見えない．前鰓蓋骨および主鰓蓋骨の後縁はとも

に円滑．鰓耙は細長い．体は剥がれにくい円鱗に

被われるが，前鰓蓋骨後縁よりも前方の頭部は，

側頭部上方部に左右にそれぞれ 6枚の鱗があるの

を除いて無鱗．背鰭前方鱗被鱗域の前縁は眼窩後

縁に達せず，前縁は中央部が．凹む．背鰭，臀鰭，

腹鰭および胸鰭基底部内側は無鱗．胸鰭基底部お

よび尾鰭基底部は小鱗に被われる．主鰓蓋骨後縁

部の無鱗域は非常に狭い．頭部には感覚孔が密在

する．両顎には 1列に牙状の円錐歯が並ぶ．側線

は完全で，鰓蓋上部から尾柄にかけて，体背縁に

並走する．

色彩　生鮮時の色彩―頭部および体側上部の

地色は暗い黄褐色で，体側下部から体腹面にかけ

ての地色は銀白色．体側には背腹方向に細長い焦

げ茶色の斑点が散在する．背鰭第 3–5棘条起部直

下の側線下方に正円に近い円形の焦げ茶色の斑点

がある．眼の後縁から眼窩骨下縁にかけて銀白色

斜帯がある．眼の下縁から眼窩骨下縁にかけて小

さな銀白色斑が散在する．両唇は淡い桃色．虹彩

は檸檬色で，瞳孔は青みがかかった黒色．背鰭鰭

条はウコン色で鰭膜の地色は暗い金色を呈し，不

規則な赤色斑が散在する．腹鰭と臀鰭の各鰭条は

淡い金色で，鰭膜は白色がかった透明．尾鰭の地

Fig. 1. Fresh specimen of Lethrinus ravus. KAUM–I. 66930, 229.6 mm standard length, off Amami-oshima island, Kagoshima Prefecture, 
Japan.
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色は白色がかった黄色で，上縁と下縁は赤く縁ど

られる．尾鰭中央部に不規則な赤色斑が入る．胸

鰭の各鰭条は黄色がかった白色で，外縁は赤色に

縁どられる．

固定後の色彩―頭部および体側上部の地色は

一様に暗い茶褐色となる．各鰭条は一様に褐色と

なり，鰭膜は淡い茶褐色となる．

備考　奄美大島産の標本は，頭部が無鱗であ

ること，背鰭軟条数が 9であること，臀鰭軟条数

が 8 であることなどから，Carpenter and Allen 

(1989)や Carpenter (2001)によって定義された

Lethrinus属に同定された．また，背鰭棘条の第 3

棘が最長であること，胸鰭基底部内側が無鱗であ

ること，背鰭棘条中央部下における側線上方鱗数

が 5であること，両顎歯が円錐形であること，眼

隔域が平坦であること，主鰓蓋骨後縁部の無鱗域

が非常に狭いこと，上顎と吻部背縁の角度が 64°

であること，臀鰭上方体側に黒斑がないことなど

が Carpenter and Randall (2003) や 加 藤・ 木 曾

（2006），島田（2013）の報告した L. ravusの表徴

とよく一致したため，本種と同定された．本標本

から得られた値は Carpenter and Randall (2003)の

示した L. ravusの値と概ね一致したが，臀鰭基底

長は臀鰭軟条部の基底長の 1.3倍［Carpenter and 

Randall (2003)では 1.4–1.7倍］と，わずかに小さ

い．しかし，その差は僅かであり，本研究ではこ

の若干の差異を種内変異とみなした．

本種は胸鰭基部内側が無鱗であることや背鰭

棘条中央下における側線上方鱗数が 5であるこ

と，主鰓蓋骨後縁部の無鱗域が非常に狭いなどの

点 に お い て ア ミ フ エ フ キ L. semicinctus 

Valenciennes, 1830 に 酷 似 す る（Carpenter and 

Allen, 1989; Carpenter, 2001; Carpenter and Randall, 

2003；島田，2013）が，上顎と吻部背縁の角度が

61–64°であること（アミフエフキでは 57–59°），

体側後半部に顕著な縦長の暗色斑がないこと（暗

色斑があるが，不明瞭な個体もいる），胸鰭基底

直前下部に顕著な暗色点群がないこと（小暗色点

群があるが，不明瞭な個体もいる），および側頭

上部鱗数が 6–10であること（4–7）から識別され

る（Carpenter and Randall, 2003； 加 藤・ 木 曾，

2006；島田，2013）．

Sato (1978)はミンサーフエフキと思われる個体

をアミフエフキ L. semicinctusの個体変異として

琉球列島から報告した（加藤・木曾，2006）．ま

たCarpenter and Allen (1989)とCarpenter (2001)は，

ともに本種を Lethrinus sp. 2として，前者は琉球

列島，フィリピンおよびロイヤルティ諸島から，

後者はそれらに加えてオーストラリア北岸および

ニューカレドニアから報告した．その後，

Carpenter and Randall (2003)は，琉球列島，フィ

リピン，オーストラリア北岸，ニューカレドニア

およびロイヤルティ諸島から得られた標本に基づ

き，本種を新種 L. ravusとして記載した．記載に

用いられた琉球列島産の個体は那覇市の市場で購

入されたもので，詳細な産地は不明である

（Carpenter and Randall, 2003）．加藤・木曾（2006）

は，八重山諸島における本種の漁獲量を報告する

とともに，石垣島周辺から得られた 1個体

（NSMT-P 68303）に基づき，本種に対して標準和

名ミンサーフエフキを提唱した．その後，

Ebisawa (2006)は本種を Lethrinus sp. 2として，本

種が沖縄島近海において 4–10月に産卵すること

を報告するとともに，雌から雄への性転換をおこ

なうことを示唆した．さらに Ebisawa and Ozawa 

(2009)は，沖縄島近海における本種雌の 50%が

生後 1–2年で成熟することなどを報告した．上述

の通り，これまでミンサーフエフキは国内では沖

縄諸島以南の琉球列島からのみ記録されていた

（島田，2013）．したがって，奄美大島沖から採集

されたミンサーフエフキは，鹿児島県ならびに奄

美群島からの本種の標本に基づく初めての記録と

なると同時に本種の分布の北限記録となる．
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